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研究成果の概要（和文）：京丹後地域の人口約10万人のうち百寿者は全国平均のおよそ2.7倍おられる．本研究
は，65歳以上の京丹後市民から約2000項目の調査項目に関する健康・医療データを経時的に収集・蓄積し，この
データを用いて長寿，特に健康長寿の背景因子を明らかにすることを目的として実施継続している。2023年３月
現在の950名の健診データを解析し現在AI解析も使い新たな因子探索を論文作成中である。これまでに老化や動
脈硬化、炎症に関する論文を執筆掲載している。さらに血液中のあるアミノ酸が、寿命や運動能力の維持に関与
することなどを発見し、特許申請を行い、現在さらなる詳細な解析を続けている。

研究成果の概要（英文）：In the Kyotango area, the number of centenarians is about 2.7 times of  the 
national average. In this study, we collected and accumulated health and medical data on about 2,000
 factors from residents of Kyotango aged 65 and over. 
As of March 2023, 950 health checkup data are analyzed, and AI analysis is currently being used to 
write a paper. We have published papers on aging, arteriosclerosis, and inflammation. We discovered 
that one amino acid in the blood is involved in maintenance of lifespan and exercise capacity, 
applied for a patent, and is currently continuing detailed analysis.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
京丹後地域と京都市の腸内細菌検査での比較研究では、京丹後地域においてプロテオバクテリア門が少なくいこ
と、大腸がんの罹患率が低い事を報告しているが、（J Clin Biochem Nutr. 2019 Sep;65(2):125-131.）。他に
も多くの長寿に関係する因子を解析することで、今後人類が直面する高齢化社会において健康を維持する方法を
みつけることができる。また、同じ健診項目で検討している青森県岩木町と京丹後地域の研究結果比較から両地
域の行動パターンや、検査値の相違を検討し、健康長寿の医学的メカニズムを解明し、疾病の予防及び健康の保
持・増進を広く社会に普及させることができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 
１．研究開始当初の背景 

京丹後地域の人口約 10万人のうち百寿者は全国平均のおよそ 2.7倍おられる．また京丹後

市民のおよそ 35%が 65 歳以上の高齢者である．そこで，本研究は，65 歳以上の京丹後市

民から約 2000項目の調査項目に関する健康・医療データを経時的に収集・蓄積し，このデ

ータを用いて長寿，特に健康長寿の背景因子を明らかにすることを目的として 2017年から

コホート研究を実施している。既に京丹後地域と京都市の腸内細菌検査での比較研究では、

京丹後地域においてプロテオバクテリア門が少なくいこと、大腸がんの罹患率が低い事を

報告した（J Clin Biochem Nutr. 2019 Sep;65(2):125-131.）。また、青森県岩木町と京丹後地域のア

ンケート結果から京丹後地域は、男性の家事労働時間が長い傾向にあることなどを報告し

た。他の多くの項目を追加比較し健康長寿の医学的メカニズムを解明し、疾病の予防及び健

康の保持・増進を目指している。JSTの COI拠点プロジェクト「真の社会イノベーション

を実現する革新的「健やか力」創造拠点」とともに健康長寿の医学的メカニズムの解明を進

めている。 

調査項目に関する試料や情報の収集を 2年に 1回，京丹後市立弥栄病院で実施するドック

に準じて無償で心エコー、脈波、320列全身ＣＴ、認知症検査、運動検査を追加する形で

実施する. 

 
 
 
２．研究の目的 

京都府立医科大学の臨床全科が参加し、15 年間追跡し、死因も検討することでコホート研

究を行う。また、基礎研究・臨床研究のこれまでの研究と遺伝子研究を融合し、老化予防の

機序解析も行い、健康長寿の因子を科学的に解明する。 
 
 
 
 
３．研究の方法 

調査項目に関する試料や情報の収集を 2年に 1回，京丹後市立弥栄病院で実施するドック

に準じて無償で心エコー、脈波、320列全身ＣＴ、認知症検査、運動検査を追加する形で

実施する. 
 
 
 
４．研究成果 
 
2023年３月現在の 950名の健診データを解析し現在 AI解析も使い新たな因子探索を論文
作成中である。これまでに老化や動脈硬化、炎症に関する論文を執筆掲載している。さらに
岩木町健診と京丹後健診の結果から、血液中のあるアミノ酸が、寿命や運動能力の維持に関
与することなどを発見し、特許申請を行い、現在さらなる詳細な解析を続けている。論文発
表後に詳細な報告を行う。 
 
 

「生命を維持又は改善するための組成物、及び前記組成物の適用対象個体を検出するための方

法」 （特願 2023-018223 出願日 2023/2/9） 
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